
 

１０月７日（金）、 

稲刈りをしました。米作りは機械

を使わず、苗を植え、育ち、収穫す

るまで、とても手がかかります。 

でも、みんなで協力し米を育てる

ということは、食べ物の大切さを知

り、共同作業の喜びを学ぶ上で重要

なことです。 

稲刈り当日、講師の JA 東部農協

の望月学様と甲斐市の教育委員

の清水学様が「稲刈りの方法」

について説明をしてくれました。 

「つかんだ稲を自分の体の向こう

側に押したおしぎみにして、鎌（か

ま）を水平に自分の体の方に引くよ

うにして作業をします。」 

子ども達は自分達が植えた稲です

から、大事そうに刈っていました。 
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